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実施年度・時期 2020年度・第３クォーター 
連携先大学 University of Maryland, Baltimore County 
連携先授業名 Images of Society in Contemporary Japanese Films 
連携先担当教員 Tomoko Hoogenboom 
COIL カテゴリ アカデミック COIL 
参加学生数 南山大学 17名 連携先大学 27名 
使用言語 英語 
コミュニケーションツール Canvas, その他のソーシャルメディア 
 
交流内容 

General topic: 

・Similarities/Differences in communication in Japanese and 

American films including the reason(s) 

・Similarities/Differences in expressions in Japanese and American 

films including the reason(s) 

・Similarities/Differences in techniques to accomplish what director 

wants the audience to get/feel after watching films including the 

reason(s) 

Product: 

・Creating a 5-minute video presentation with slides. Information in 

the video should be well balanced between Japanese content and 

American content 

・Video should be voiced over in English 

 
評価方法  
Canvas 上にアップロードされた文書と動画に基づいて評価した。 
 
 

 

南山大学 

授業名︓異文化コミュニケーション 

担当教員︓花木 亨  

所属︓外国語学部 英米学科  

C O I L 型授業実践紹介
V o l . ６  
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担当教員からのコメント 
南山側は大講義の受講者たちの中から希望者を募り、授業時間外に COIL プロジ

ェクトに参加してもらった。COIL参加者たちに対しては、講義の最終評価の際に加点
した。自ら COIL への参加を希望したということもあり、参加者たちの意欲は高かった。
UMBC の学生たちとのコミュニケーションも概ねうまくいったようだ。短期間、しかもオンラ
インでの作業だったのにもかかわらず、プレゼンテーション動画の完成度は高かった。 

 
連携先大学担当教員からのコメント 

UMBC の日本映画のクラスは、日本や日本語の知識が皆無でも履修可能なクラス
である。そのため当初、コミュニケーションの違いによる問題がでるのではないかと学生が
心配していたが、それは杞憂に終わった。COIL終了後のアンケートでは、どの学生も他
の国の同じ年代の学生と話すことにより、いろいろな見方があることがわかり勉強になった
と答えていた。また、他のグループのビデオを見る機会があり楽しんでいたようだった。 
 
学生の成果物の一部紹介 

 
 

 


